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NetWare Migration Wizard 6管理ガイド

Novell® NetWare® Migration Wizard 6を使用すると、NetWareまたは
Windows* NT*サーバのデータを、ネットワーク上にある別の NetWare
サーバにコピーできます。

「NetWare 3からのデータの移行」—Migration Wizardは、NetWare 3ファ
イルシステムおよびバインダリオブジェクトを、移行先の NDS®ツリー
にコピーします。移行先の NDSツリーにコピーしたバインダリオブ
ジェクトは、自動的に NDSオブジェクトに変換されます。

「NetWare 4、5、6からのデータの移行」—Migration Wizardでは、移行元
の NetWare 4、NetWare 5、または NetWare 6サーバから、より高速で信頼
性が高い移行先の NetWareサーバに、ファイルシステムおよび NDS
データベースを移行します。NDSが移行された後、移行先サーバは、
ネットワーク上にある移行元サーバの識別情報を引き継いで置き換わり
ます。有効な移行先サーバは、NetWare 5.0、5.1、または 6を実行してい
るサーバです。

「Windows NTからのデータの移行」—Migration Wizardでは、Windows 
NT 3.51または 4のサーバから移行先の NDSツリーに、NTドメイン
ユーザ、ローカルグループ、およびグローバルグループを移行します。
移行時には、NTのユーザおよびグループが NDSオブジェクトに変換さ
れ、移行先の NDSツリーに配置されます。また NetWare Migration 
Wizard 6では、Windows NTの権利を NetWareのトラスティ権に移行し
て変換するときに、NTの共有フォルダを NetWareファイルシステムに
移行します。

マニュアルの表記規則

このマニュアルでは、不等号 (>)を使用して、操作手順の動作、および
クロスリファレンスパス内の項目を区切ります。

また、「®」、「TM」などの商標記号は、Novellの商標を示します。アスタ
リスク (*)はサードパーティの商標を示します。
NetWare Migration Wizard 6管理ガイド 7
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1 NetWare 3からのデータの移行

Novell® NetWare® Migration Wizard 6は、1つ以上の既存の NetWare 3サー
バから移行先の NDS®ツリーに、NetWare 3バインダリおよびファイルシ
ステムをコピーして統合します。 

次の図は、Migration Wizardが、複数の NetWare 3サーバから移行先の
NDSツリーに対するデータの移行を管理する方法を示しています。

NetWare 3からのデータを移行するには、次の作業を一覧の順番に実行
します。

1. 10 ページの「システム要件とソフトウェア要件の適合」

2. 12 ページの「Novell NetWare Migration Wizardの実行」

NetWare 3
Servers

Destination
NDS Tree

Windows 98
or

Windows NT 4.0/2000
Workstation

Data

NetWare
Migration

Wizard

files
volumes
objects
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3. 17 ページの「移行プロジェクトの検証」

4. 17 ページの「移行先の NDSツリーへのユーザとデータの移行」

5. 20 ページの「移行後の作業の実行」

システム要件とソフトウェア要件の適合

移行先の NDSツリーのバインダリコンテキストに表示されるユーザ
として、移行先の NDSツリーにログインします。このユーザは、
ファイルデータの移行先になるサーバに対してスーパバイザ権を持
ち、さらに使用可能なユーザライセンスを 3つ持っていることを確
認してください。 

スーパバイザ権を有効にする方法については、ConsoleOneTMのマ
ニュアル (http://www.novell.com/documentation/japanese)を参照してく
ださい。

NetWare 3からデータを受け取るNDSコンテナおよびディレクトリの
すべてに対して、書き込み権があることを確認してください。

ワークステーションを準備する

50MB以上の使用可能なディスク容量がある、Windows 98、Windows 
NT(4.0以降 )、またはWindows 2000ワークステーション。

重要 : NetWare Migration Wizard 6は、Windows 95ワークステーションでは実行
できません。

Windows 98ワークステーションでは、Novell ClientTM for Windows 
98バージョン 3.3以降を実行している必要があります。

Windows NT/2000ワークステーションでは、Novell Client for 
Windows NT/2000バージョン 4.8以降を実行している必要があり
ます。

Novell Clientの現在のバージョンを調べるには、ワークステーショ
ンツールバーの［N］アイコンを右クリックし、［Novell Client 
Properties］>［Client］の順にクリックします。最新のクライアント
をダウンロードする場合は、Novell Software Downloads Webサイト 
(http://www.novell.com/download)を参照してください。

Novell Clientワークステーションで実行している IPXTMプロトコル。
クライアントワークステーションから、移行元サーバおよび移行先
ツリーへの IPX接続が可能であることを確認してください。 
10 NetWare Migration Wizard 6管理ガイド



移行元サーバを準備する

移行元サーバは、移行先の NDSツリーにコピーするデータが格納され
ている既存のサーバです。

移行元サーバでは、NetWare 3.11以降を実行している必要がありま
す。

移行を予定している移行元の各 NetWare 3サーバのサーバコンソー
ルで、次の NLMTMプログラムをロードします。

NetWare 3.11の場合は、TSA311.NLMをロードします。

NetWare 3.12および 3.2の場合は、TSA312.NLMをロードします。

SYSCONを使用して、移行元サーバに対するコンソールオペレータ
の権限があることを検証します。

移行元サーバのデータをすべてバックアップします。

移行先 NDSツリーでサーバを準備する

移行先の NDSツリーは、移行元の NetWare 3サーバから移行されるデー
タを受け取るサーバが含まれている NDSツリーです。移行元サーバか
らコピーされたデータは、移行先の NDSツリーに表示されます。 

移行先の NDSツリーで、データの移行先になるすべてのサーバが、次
の条件を満たしていることを確認してください。

NetWare 4、NetWare 5、または NetWare 6がインストールされている。

注 : NetWare Migration Wizard 6では、NetWare 4.10サーバへの移行は実行でき
ません。

IPXプロトコルが実行していて、この IPXプロトコルが、ファイルの
移行先の NDSツリー内にある各 NetWareサーバが備えているネッ
トワークカードにバインドされている。

警告 : IPXが移行先サーバにバインドされておらず、実行していない場合は、
ファイルは移行できません。IPXがバインドされているかどうかを確認するに
は、移行先サーバのサーバコンソールで、「CONFIG」と入力します。

次のセクション「テンプレートオブジェクトを作成する」に進んでくだ
さい。
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テンプレートオブジェクトを作成する

これはオプションの移行の準備作業です。テンプレートオブジェクト
は、移行時に、NetWare 3ユーザに対する追加の NDSユーザ属性を定義
するために使用します。NetWare 3ユーザの NDSツリーへの移行と、移
行後の管理を容易に行えるようにするため、テンプレートオブジェクト
の使用を推奨します。

テンプレートオブジェクトのプロパティと NetWare 3ユーザのプロパ
ティの間に矛盾があれば、ほとんどの場合、テンプレートオブジェクト
のプロパティが優先されます。たとえば、NetWare 3ユーザの Jeffに対
して、最小パスワード長が 7文字に指定されていて、テンプレートオブ
ジェクトでは最小パスワード長が 9文字に指定されている場合、Jeffの
オブジェクトが移行されると、NDSではパスワード長が 9文字のオブ
ジェクトが作成されます。 

テンプレートオブジェクトで定義できる追加の NDS属性を調べるには、
ConsoleOneを実行し、テンプレートオブジェクトをダブルクリックしま
す。これにより、既存のプロパティがすべて表示されます。

すべての NetWare 3オブジェクトについて、姓、氏名、および説明は必
ず移行され、これらに対応するテンプレートオブジェクトのプロパティ
は上書きされます。

テンプレートオブジェクトを使用する場合は、ConsoleOneで［ファイ
ル］>［新規作成］>［オブジェクト］>［テンプレート］の順にクリッ
クしてテンプレートオブジェクトを作成します。

次のセクション「Novell NetWare Migration Wizardの実行」に進んでくだ
さい。

Novell NetWare Migration Wizardの実行

1 Novell Software Downloads Webサイト (http://www.novell.com/download/)
の「NetWare」セクションから、NetWare Migration Wizard 6をダウン
ロードしてインストールします。 

2 インストールした場所からMigration Wizardを実行します。

デフォルトでは、インストールプログラムによって［スタート］メ
ニュー >［プログラム］>［Novell］>［Netware Migration Wizard］>
［NetWare Migration Wizard］にMigration Wizardがインストールされ
ます。

3 初期画面の説明を読み、［OK］をクリックします。

4［Create a New Project］>［OK］の順にクリックします。 
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5［NetWare 3］>［OK］の順にクリックします。

6［View Setup Tasks］ボタンをクリックします。 

これにより、デフォルトのWebブラウザが起動し、NetWare 
Migration Wizard 6のオンラインヘルプが開きます。

7 9 ページの第 1 章 「NetWare 3からのデータの移行」を参照し、「シス
テム要件とソフトウェア要件の適合」に記載されているシステムお
よびソフトウェア要件を満たしていることを確認します。ブラウザ
を閉じます。

8［Next］をクリックします。

9 移行プロジェクトに名前を付け、保存する場所を選択して、［Next］
をクリックします。

デフォルトでは、C:¥Program Files¥Novell¥NetWare Migration Wizard
にプロジェクトが保存されます。

10 移行する移行元サーバを選択します。

ログイン済みのサーバだけが［Selected Servers］テキストボックス
に表示されます。サーバにログインするには、［Server］アイコンを
クリックします。サーバを選択したら、［Next］をクリックします。

11 移行先の NDSツリーを選択し、［Next］をクリックします。

12 Migration Wizardで、同じ名前の NetWare 3オブジェクトおよび NDS
ユーザオブジェクトを検索するかどうかを指定するために、［Yes］
または［No］をクリックします。次に、［Next］をクリックします。

［Yes］を選択した場合、移行先の NDSツリーと移行元の NetWare 3
サーバに重複したユーザ名があるかどうかが検索されます。検索結
果が表示され、一致したユーザオブジェクトをマージするかどうか
を選択できます。

13 プロジェクトを作成して保存するには、［Create］をクリックしま
す。 

プロジェクトを作成して保存すると、移行時の処理の詳細を示す、
成功とエラーのログが作成されます。

14 手順 12で［No］をクリックした場合は、残りの手順を実行せずに、
15 ページの「移行プロジェクトのモデル化」に進んでください。手
順 12で［Yes］をクリックした場合は、次の手順に進んでください。

15 次の作業を実行します。

15a［Browse］ボタンをクリックし、移行先の NDSツリーの NDSコン
テナを選択します。 

Migration Wizardは、選択したコンテナおよびすべてのサブコン
テナを検索して、一致する NDSユーザ名を検出します。
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15b ツリーを参照して NDSコンテナを選択し、［OK］をクリックし
ます。

15c 重複したユーザ名の検索を開始するには、［Next］をクリックし
ます。

15d 重複したユーザ名の処理方法を決定します。

次の画面は、Migration Wizardに表示されるユーザ名テーブルの
例です。この画面を確認します。変更しない場合は、NetWare 3
ユーザが、表示されている NDSユーザと自動的にマージされま
す。

図 1 NetWare 3ユーザと重複した NDSユーザのマージ

各 NetWare 3ユーザについて、次のオプションを選択できます。

NetWare 3ユーザを表示された NDSユーザとマージする 

テーブルに表示された NetWare 3ユーザをそのまま残して
おき、次のユーザへ進みます。

表示された NDSユーザ以外の NDSユーザとマージする 

NDSユーザ名の横にある矢印をクリックすると、その行の
NetWare 3ユーザと同じユーザ名を持つすべての NDSユー
ザ（コンテキストを含む）のドロップダウンリストが表示
されます。いずれかの NDS名を選択し、次の NetWare 3
ユーザに進みます。
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NetWare 3ユーザをどの NDSユーザともマージしない 

ドロップダウンリストに表示されるすべての NDSユーザ
が、その行の NetWare 3ユーザと同一人物でない場合は、
NDSユーザ名の横にある矢印をクリックし、［Don’t Merge］
をクリックします。

15e 表示されている各NetWare 3ユーザに対してオプションを選択し
たら、［Finish］をクリックします。

NDSユーザオブジェクトとマージするように選択した NetWare 3
ユーザは、ドロップしたオブジェクトと同様に、移行先の NDSツ
リーに自動的に表示されます。

次のセクション「移行プロジェクトのモデル化」に進んでください。

移行プロジェクトのモデル化

ほとんどの作業は［Project Window］で行います。［Project Window］で
は、NetWare 3のバインダリオブジェクトおよびボリュームデータを移
行先の NDSツリー内にある NDSコンテナにドラッグアンドドロップで
きます。 

また［Project Window］では、実際の移行を開始する前に、さまざまな
移行のシナリオをモデル化することができます。移行元サーバのバイン
ダリオブジェクトおよびボリュームデータは［Project Window］の左側
に、移行先の NDSツリーは［Project Window］の右側に表示されます。
［Project Window］での移行計画はすべて、オフラインで行います。つま
り、［Project Window］で作成や移動を行った項目は、移行を開始するま
で、実際には移動または作成されません。 

移行プロジェクトを作成すると、［Project Window］および［Using the 
Project Window］ダイアログボックスが表示されます。次の図は、
［Project Window］の上部に表示される［Using the Project Window］ダイア
ログボックスの例です。
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図 2 ［Using the Project Window］ダイアログボックス

各移行プロジェクトに対して、このダイアログボックスに表示される 3
つの基本手順を実行します。実行する手順を理解したら、［Close］をク
リックして［Project Window］を表示し、移行のモデル化を開始します。

次の作業を実行します。

1 コピーする NetWare 3バインダリオブジェクトとボリュームデータ、
およびコピー先になる移行先サーバの NDSツリー内のコンテナを決
定します。

2 必要に応じて、移行先の NDSツリーに新しいオブジェクトを作成し
ます。

新しい NDS部門 (コンテナとも呼ばれる )を作成するには、部門
のペアレントコンテナを右クリックします。 

新しいフォルダを作成するには、既存のフォルダまたはボ
リュームを右クリックします。

3 NetWare 3のバインダリオブジェクト、フォルダ、およびボリューム
を NDSコンテナにドラッグアンドドロップします。 

次のセクション「移行プロジェクトの検証」に進んでください。
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移行プロジェクトの検証

［Project Window］で移行をモデル化したら、これらの新しいオブジェク
トの格納先として指定した場所が、移行先 NDSツリー内の既存の名前
と競合していないかどうかを検証する必要があります。 

ドラッグアンドドロップした項目は NDSツリーに表示されますが、こ
れらの項目は、NDSツリー内の目的のエリアへコピーするための準備と
して割り当てられているだけであることに注意してください。オブジェ
クトは、移行を開始するまで、実際には移行されません。

移行プロジェクトをモデル化したら、スタンドアロンの検証ウィザード
を実行できます。また、検証と移行を同時に実行することもできます。
移行の前にスタンドアロンの検証ウィザードを実行する必要はありませ
んが、移行を開始する前に重大なエラーや警告を検出しておくと、移行
時の検証プロセスにかかる時間が短くなります。 

1 スタンドアロンの検証ウィザードを実行するには、［Project］>
［Verify Project］の順にクリックします。

2 次のセクション 17 ページの「移行先の NDSツリーへのユーザとデー
タの移行」で説明する手順 2から開始します。

移行先の NDSツリーへのユーザとデータの移行

NetWare 3データのコピー先になるボリュームおよびコンテナは選択し
ましたが、データはまだ移行されていません。NetWare 3ユーザオブ
ジェクトを移行すると、NDSオブジェクトに変換され、移行先の NDS
ツリーに配置されます。移行を開始するには、次を実行します。

1 Migration Wizardのツールバーで、［Project］>［Verify and Migrate 
Project］の順にクリックします。

重要 :検証中、移行元の NetWare 3サーバ上に古い NLMファイルがあると通知
された場合には、そのファイルを更新する必要があります。ファイルを更新す

るには、そのファイルを Products¥NW3Xディレクトリからコピーします。
Migration Wizardで指示された NLMファイルだけをコピーするように注意して
ください。NLMファイルをコピーした後、移行元の NetWare 3サーバをリブー
トし、Migration Wizardを再度実行します。

Products¥NW3Xディレクトリは、Migration Wizardのインストール先と同じ
ディレクトリ (C:¥Program Files¥Novell¥Novell NetWare Migration 
Wizard¥Products¥NW3X)にあります。

2 初期画面の説明を読み、［Next］をクリックします。
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3 (状況によって実行 )複数のサーバを移行する場合は、移行するサー
バの順序を選択し、［Next］をクリックします。

この操作は、複数の移行元サーバ間でユーザオブジェクトが重複し
ている場合にだけ実行します。 

4 プロンプトが表示されたら、NetWare 3プリントキューボリュームの
移行先になるボリュームを選択し、［Next］をクリックします。

5  新しく作成したユーザに対してテンプレートオブジェクトを適用す
る場合は、ツリーを参照し、ツリービューからテンプレートオブ
ジェクトを選択して、［Next］をクリックします。 

テンプレートオブジェクトを使用しない場合は、チェックボックス
をオフにして［Next］をクリックします。

重要 :ホームディレクトリは、自動的には移行されません。ホームディレクトリ
を移行するには、ホームディレクトリのある NetWare 3ディレクトリを移行先
の NDSツリーにドラッグアンドドロップする必要があります。次に、NetWare 
3ユーザを移行先の NDSツリーに移行するときに、テンプレートオブジェクト
を使用します。このとき、テンプレートオブジェクトで指定したホームディレ

クトリのパスが、移行先の NDSツリー内で NetWare 3ディレクトリをドロップ
する場所を示していることを確認します。

ヒント :これまでにテンプレートオブジェクトを作成していないが、ここで使用
する場合には、プロジェクトを保存して、ConsoleOneを開き、テンプレートオ
ブジェクトを作成します。次に、Migration Wizardを再度実行し、［Open Last 
Project］をクリックします。移行手順を 17ページの手順 1から再開します。

6 移行元のNetWare 3サーバと移行先のNDSツリーで重複するファイル
名の処理方法を指定します。次のいずれかを選択し、［Next］をク
リックします。

［Don’t Copy Over Existing Files］ 

［Copy the Source File If It Is Newer］

［Always Copy the Source File］

7 この NetWare 3サーバの移行を初めて行う場合は、［Yes］>［Next］
の順にクリックします。以前の移行を継続する場合は、［No］>
［Next］の順にクリックします。 

NetWare 3のユーザおよびグループを移行すると、NDS名を持つ各
移行元サーバのバインダリにテーブルが格納されます。このテーブ
ルは、NDSツリーに移行された NetWare 3ユーザと関連付けられて
います。Migration Wizardは、このテーブルにユーザの移行先を記録
するため、少数のユーザを複数回に分けて移行することができます。
また、移行先の情報を格納することにより、正しいファイルのアク
セス権が適切なユーザに割り当てられます。
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8 移行先の NDSツリーのパスワードを入力し、［Next］をクリックしま
す。

9 移行元サーバのパスワードを入力し、［Next］をクリックします。

複数のサーバを同時に移行する場合は、移行するすべての移行元
サーバに対して、この画面が表示されます。

10［Next］をクリックし、NetWare 3ファイルシステムを格納するため
に必要なディスク容量が、移行先のボリュームにあることを確認し
ます。

Migration Wizardは、ドロップされたフォルダの内容をスキャンし、
これらのフォルダを移行するための十分な権利があるかどうかを検
証します。 

11 プロンプトが表示された場合は、タイプが異なるオブジェクト間で
の名前の競合を解決し、［Next］をクリックします。

タイプが異なるオブジェクトの名前を変更するか、このようなオブ
ジェクトを移行しないかを選択できます。複数のサーバを同時に移
行する場合は、移行するすべての移行元サーバに対して、この画面
が表示されます。

12 プロンプトが表示された場合は、タイプが同じオブジェクト間での
名前の競合を解決し、［Next］をクリックします。

タイプが同じオブジェクトをマージするか、このようなオブジェク
トを移行しないかを選択できます。複数のサーバを同時に移行する
場合は、移行するすべての移行元サーバに対して、この画面が表示
されます。

13 移行しない NetWare 3ユーザが表示されたら、これを確認し、［Next］
をクリックします。 

移行するすべての移行元サーバに対して、この画面が表示されます。
誤りがあった場合は、［Cancel］をクリックして［Project Window］
に戻り、移行するユーザをドラッグアンドドロップします。 

14 移行しない NetWare 3グループが表示されたら、これを確認し、
［Next］をクリックします。

移行するすべての移行元サーバに対して、この画面が表示されます。
誤りがあった場合は、［Cancel］をクリックして［Project Window］
に戻り、移行するユーザをドラッグアンドドロップします。

15 重大なエラーを解決し、［Next］をクリックします。 

警告または重大ではないエラーは、移行後に解決できます。重大な
エラーまたは警告を解決するには、エラーの下にあるテキスト
フィールドに表示された説明を読みます。この説明には、エラーに
ついて考えられる原因と、解決のためのヒントが示されています。 
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16 次のいずれかを実行します。 

この時点で、プロジェクトの検証だけを行っている場合は、
［Verification Summary］を読み、［Finish］をクリックして、17 
ページの「移行先の NDSツリーへのユーザとデータの移行」の
指示に従って実際の移行を開始します。

この時点で、実際の移行を行っている場合は、［Verification 
Summary］を読み、［Proceed］をクリックして、移行を続行し
ます。

17 (移行の場合のみ )エラーログおよび成功ログが表示されます。

次のセクション「移行後の作業の実行」に進んでください。

移行後の作業の実行

バインダリオブジェクトおよびファイルシステムを移行先サーバに移行
した後、次の作業を実行します。

キューベースの印刷を NDPS®に変換する場合は、印刷の設定を変更
します。

詳細については、Novell Documentation Webサイト (http://
www.novell.com/documentation/japanese/nw51/docui/index.html)>
［Additional Documentation］>［Print Services］>［Novell Distributed 

Print Services］を参照してください。

アプリケーションで移行が正しく実行されたことを確認してくださ
い。

移行後、ネットワーク製品やサービスをインストールして追加する
場合は、［Novell］アイコン >［Install］の順にクリックしてサーバ
トップからインストールを行います。

移行した各ユーザに、移行先の NDSツリーにログインするための正
しい Novell Clientプロパティがあることを確認してください。

NDSツリー内の新しいデータの場所にアクセスできるように、ユー
ザログインスクリプトを変更します。

詳細については、Novell Documentation Webサイト (http://
www.novell.com/documentation/japanese/nw51/docui/index.html)>
［Additional Documentation］>［Novell Clients］>［Novell Client for 

Windows］>［Setting Up Client Login］>［Setting Up Login Scripts］を
参照してください。

ホームディレクトリを移行していない場合は、再割当てを行います。
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2 NetWare 4、5、6からのデータの移行

NetWare® 4、NetWare 5、または NetWare 6のサーバから別の NetWare
サーバにデータを移行するときは、Novell® NetWare Migration Wizard 6に
よって、移行元サーバのファイルシステムおよび NDS®データベースが、
新しくインストールした移行先の NetWareサーバにコピーされます。 

移行元サーバのファイルシステムおよび NDSデータベースが移行先
サーバに移行された後、移行元サーバが自動的に停止します。移行先
サーバはリブートし、既存のネットワーク上で移行元サーバの名前と識
別情報が引き継がれます。

データを移行する前に、まず一時的な NDSツリー内に移行先の NetWare
サーバをインストールする必要があります。一時的なツリーとは、サー
バが 1つだけ格納されているツリーです。このサーバは、NetWareの基
本インストールを備えていて、追加の製品 (SMSTMや他のデフォルトの
製品を除く )がインストールされていないサーバです。 
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NetWare 4、NetWare 5、NetWare 6からデータを移行するには、次の作業
を順番に実行します。

1. 22 ページの「システム要件とソフトウェア要件の適合」

2. 25 ページの「Migration Wizardの実行」

3. 32 ページの「移行後の作業の実行」

システム要件とソフトウェア要件の適合

ワークステーションを準備する

ワークステーションが次の条件を満たしていることを確認してくださ
い。

50MB以上の使用可能なディスク容量があるWindows 98または
Windows NT 4/2000ワークステーション。

Windows 98ワークステーションでは、Novell ClientTM for Windows 
98バージョン 3.3以降を実行している必要があります。

重要 : NetWare Migration Wizard 6は、Windows 95ワークステーションで
は実行できません。

Windows NT 4/2000ワークステーションでは、Novell Client for 
Windows NTバージョン 4.8以降を実行している必要がありま
す。

NetWare 4から移行する場合は、IPXTMプロトコルが Novell Clientワー
クステーションで設定されていること。

パフォーマンスを向上するには、移行元サーバ、移行先サーバ、お
よびクライアントワークステーションを共通の LANセグメント上
で実行することを推奨します。

移行元サーバを準備する

移行元サーバは、移行先の NetWareサーバにコピーされるファイル、ボ
リューム、および NDSオブジェクトが格納されている NetWareサーバ
です。有効な移行元サーバは、NetWare 4.11、4.2、5.0、5.1、または 6を
実行しているサーバです。

ConsoleOneTMを使用し、移行元サーバとそのファイルシステムに対
してスーパバイザ権があることを検証します。

最新の NetWare Support Packを使用して移行元サーバを更新します。 
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最新の Support Packは、Consolidated Support Packホームページ (http:/
/support.novell.com/csp/csplist.html)から入手できます。

(状況によって実行 )NetWare 4からデータを移行する場合、移行元
サーバでは、コピーされるすべてのボリュームに対して、ロング
ネームスペースがサポートされていることを確認してください。 

NetWare 4.11または NetWare 4.2のボリュームにロングネームスペー
スのサポートを追加するには、サーバコンソールで「LOAD LONG」
と入力し、次に「ADD NAME SPACE LONG TO volumename」と入
力します。 

DSREPAIRをロードし、次の 3つのオプションを実行します。

［Unattended Full Repair］

［Time Synchronization］

［Report Synchronization Status］

これらのオプションが、エラーなしに終了したことを確認してくだ
さい。

NDSおよびすべてのデータをバックアップします。

移行先サーバを準備する

移行先サーバは、移行元サーバからデータを受け取る新しいコンピュー
タです。移行先サーバを、一時的なツリーにインストールする必要があ
ります。 

移行元サーバから移行先サーバにデータが移行された後、移行先サーバ
はリブートします。このときMigration Wizardにより、移行先サーバの
AUTOEXEC.NCFファイルが自動的に変更され、移行元サーバの名前と
内部 IPXTM番号 /サーバ IDが書き込まれます。これらを手動で変更する
必要はありません。

有効な移行先サーバは、NetWare 5.0、5.1、または 6を実行しているサー
バです。Migration Wizardでは、Netware 4サーバへの移行は実行できま
せん。

移行先サーバに NetWareオペレーティングシステムをインストールする
前に、次の作業を確認してください。

ConsoleOneを使用し、移行先サーバとそのファイルシステムに対し
てスーパバイザ権があることを検証します。

一時的な NDSツリー名を使用して、一時的な NDSツリーを作成しま
す。
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重要 :一時的な名前および一時的な NDSツリー名は、移行元サーバの名前また
は NDSツリー名と同じ名前にしないでください。同じ名前にすると、移行後
に、移行先サーバが移行元サーバの識別情報を引き継ぎません。

インストール時には、移行元サーバのボリュームと同じかそれより
大きいサイズのボリュームを移行先サーバに作成します。

移行先サーバの各ボリューム名は、移行元サーバの各ボリューム名
と同じにする必要があります。 

Migration Wizardでは、圧縮ボリュームの移行も行えます。圧縮ボ
リュームを非圧縮ボリュームに移行する場合、そのボリュームは移
行時に圧縮解除されます。移行元ボリュームが圧縮解除されたとき
に必要な容量が、移行先の非圧縮ボリュームにあることを確認して
ください。

NetWare 4から移行する場合は、IPXプロトコルをインストールして
設定します。

移行を実行するには、IPXプロトコルが移行先サーバにバインドされ
ている必要があります (移行が完了すれば、IPXは削除できます )。

重要 :移行元サーバの IPアドレスは移行されません。IPアドレスの変更の詳細
については、28ページの手順 3を参照してください。

移行先サーバに、使用する NetWareオペレーティングシステムをイ
ンストールします。 

NetWare 5のインストール方法については、『NetWare 5概要とイ
ンストール』 (http://www.novell.com/documentation/japanese/nw5/
docui/index.html)を参照してください。 

NetWare 5のインストール時には、［Additional Products and 
Services］画面で［New Server］オプションを選択し、SMS以外
の製品のチェックボックスをすべてオフにします。

NetWare 5.1のインストール方法については、『NetWare 5.1インス
トールガイド』 (http://www.novell.com/documentation/japanese/
nw51/docui/index.html)を参照してください。

NetWare 5.1のインストール時には、［インストールオプション］
画面でカスタムオプションを選択し、SMSを除く、選択解除可
能な製品のチェックボックスをすべてオフにします。選択解除
できないデフォルトの製品については、そのままで問題ありま
せん。

NetWare 6のインストール方法については、『NetWare 6概要とイ
ンストール』を参照してください。

NetWare 6のインストール時には、［マイグレーション準備］
サーバオプションを必ず選択します。次に、移行元サーバの
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データを格納するために必要な容量が移行先サーバにあるかど
うかを検証できるように、カスタムオプションを選択します。

次のセクション「Migration Wizardの実行」に進んでください。

Migration Wizardの実行

1 Novell Software Downloads Webサイト (http://www.novell.com/
download)の「NetWare」セクションから、NetWare Migration Wizard 
6をダウンロードしてインストールします。

2 インストールした場所からMigration Wizardを実行します。 

デフォルトでは、インストールプログラムによって［スタート］メ
ニュー >［プログラム］>［Novell］>［Netware Migration Wizard］>
［NetWare Migration Wizard］にMigration Wizardがインストールされ
ます。 

3 初期画面の説明を読み、［OK］をクリックします。

4［Create a New Project］>［OK］の順にクリックします。

5［NetWare 4］、［NetWare 5］、または［NetWare 6］のいずれか >［OK］
の順にクリックします。

6［View Setup Tasks］ボタンをクリックします。 

これにより、デフォルトのWebブラウザが起動し、NetWare 
Migration Wizard 6のオンラインヘルプが開きます。

7「Migrating Data from NetWare 4(または 5、6)」を参照し、「システム要
件とソフトウェア要件の適合」に記載されているシステムおよびソ
フトウェア要件を満たしていることを確認します。ブラウザを閉じ
ます。

8［Next］をクリックします。

9 プロジェクトに名前を付け、保存する場所を選択し、［Next］をク
リックします。

デフォルトでは、C:¥Program Files¥Novell¥NetWare Migration Wizard
にすべてのプロジェクトが保存されます。

10 移行元サーバのある NDSツリーを選択し、［Next］をクリックしま
す。 

11 NDSツリーから移行元サーバを選択し、［Next］をクリックします。

12 移行先サーバのある NDSツリーを選択し、［Next］をクリックしま
す。
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13 移行先の NDSツリーから移行先サーバを選択し、［Next］をクリック
します。 

14 プロジェクトを保存し、［Project Window］にアクセスするには、
［Create］をクリックします。

［Project Window］が表示されます。

次のセクション「ボリュームのコピー」に進んでください。

ボリュームのコピー

1［Project Window］で、［Copy Volumes］をクリックします。

マイグレーションウィザードでは、ファイルのコピーを開始する前
に、ディレクトリとファイルのトラスティがバックアップされ、移
行元サーバおよび移行先サーバ上のファイルに保存されます。NDS
の移行が完了すると、このファイルからトラスティが復元され、移
行先サーバに格納されます。

すべてのボリュームを一度にコピーする必要はありません。現在コ
ピーする必要があるボリュームだけを選択できます。残りのボ
リュームは、後でプロジェクトファイルを再度開いてコピーするこ
とができます。開いているファイルは移行されないので注意してく
ださい。 

重要 :ボリュームを複数回に分けてコピーする場合は、最後のコピー時に、これ
までコピーしたすべてのボリュームを選択して［Cancel］をクリックします。
この操作を行わないと、最後にコピーした各ボリュームに対してだけ、トラス

ティ割り当てが復元されます。

2 テキストフィールドから各ボリューム名を選択し、［Yes］または
［No］をクリックします。 

どのボリュームもコピーしない場合は、すべてのボリュームに対し
て［No］を選択し、［Next］をクリックして、28 ページの「環境設
定ファイルの編集」に進みます。1つ以上のボリュームに対して
［Yes］を選択した場合は、手順 3に進みます。

ボリュームが大きい場合、LAN接続の速度が遅い場合、または移行
先サーバの異なるフォルダに既存のディレクトリを格納してデータ
を再設定する場合は、バックアップテープを使用してボリュームを
コピーすることを検討してください。

重要 :テープバックアップを使用する場合、NetWareオペレーティングシステム
を上位バージョンにアップグレードするときには、移行元サーバの標準 SYS:
ディレクトリを移行先サーバに復元しないでください。SYS:SYSTEMや
SYS:PUBLICのような標準 SYS:ディレクトリは、NetWareのインストール時
に作成されています。 
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既存のデータだけを新しいハードウェアに移行し、NetWareのバージョンに変
更がない場合は、移行元サーバの標準 SYS:ディレクトリを移行先サーバに復元
します。

テープバックアップを使用する場合は、［Select Volumes to Copy］画
面ですべてのボリュームに対して［No］を選択し、［Next］をク
リックして、28 ページの「環境設定ファイルの編集」に進みます。

3 移行元サーバの各SYS:ディレクトリを移行先サーバのSYS:MIGディ
レクトリにコピーするかどうかを指定し、［Next］をクリックしま
す。 

Migration Wizardでは、移行先サーバの SYS:ディレクトリが上書き
されることはありません。移行元サーバの各 SYS:ディレクトリを
移行することを選択した場合は、移行先サーバの SYS:SYS.MIG
ディレクトリに移行されます。 

移行元サーバの SYS:ディレクトリに、移行先サーバでも使用する
ファイルが含まれている場合は、NDSの移行の完了後、
SYS:SYS.MIGディレクトリから、移行先サーバの適切な SYS:ディ
レクトリに必要なファイルをコピーします。 

このディレクトリに NLMプログラムがあるアプリケーションにつ
いては、移行後に再インストールする必要があります。

4 移行元サーバと移行先の NDSツリーで重複するファイル名の処理方
法を指定します。次のいずれかを選択し、［Next］をクリックしま
す。

［Don’t Copy Over Existing Files］ 

［Copy the Source File If It Is Newer］

［Always Copy the Source File］

5 ボリュームのコピー方法を指定し、［Next］をクリックします。 

次の 2つのオプションから選択できます。   

［Copy volumes with users logged in］

［Disable login］  

マイグレーションウィザードでは、開いているファイルはコピーさ
れません。ユーザログインを無効にすると、ファイルのコピー中は、
他のユーザはネットワークへログインして、ファイルを開くことは
できません。

6 移行元ツリーおよび移行先ツリーのパスワードを入力し、［Next］を
クリックします。
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7 プロンプトが表示された場合は、重大なエラーまたは警告を解決し、
［Next］をクリックします。

8 ファイルシステムを移行先の NDSツリーにコピーするには、
［Migrate］をクリックします。

9 エラーログおよび成功ログを確認し、［Done］をクリックします。

次のセクション「環境設定ファイルの編集」に進んでください。

環境設定ファイルの編集

1［Project Window］で、［Edit Configuration Files］をクリックします。

Migration Wizardでは、移行先サーバの .NCFファイルや .CFGファ
イルを変更できます。これらのファイルには、デフォルトの LOAD
ステートメントとパラメータが含まれています。

重要 : AUTOEXEC.NCFを編集する場合は、必ず NDSデータベースを移行する
前にファイルを閉じます。 

2 テキストボックスで、編集する環境設定ファイルを選択し、［Edit 
File］をクリックします。

3 移行元サーバの環境設定ファイルからコマンドをコピーして、移行
先サーバにある対応する環境設定ファイルに貼り付けます。終了し
たら、［Save］>［Close］をクリックします。 

移行先サーバの IPアドレスを変更して、移行元サーバの IPアドレ
スと同じにする場合は、環境設定ファイルを編集し、IPアドレスを
変更します。対象となるファイルは、AUTOEXEC.NCFおよび
SYS:ETC¥HOSTSの 2つです。

移行元サーバの IPアドレスをコピーして、移行先サーバの
AUTOEXEC.NCFファイルに貼り付けます (この操作は、
AUTOEXEC.NCFに IP LOADステートメントおよび BINDステート
メントが記述されている場合にだけ行います )。さらに移行先サー
バのサーバコンソールから、SYS:ETC¥HOSTSファイルに記述され
ている IPアドレスを変更する必要があります。移行先サーバの元の
名前を検索します。

IPアドレスの割り当てに INETCONFIGを使用する場合は、移行が
完了してから IPアドレスを変更します。

4 (状況によって実行 )設定済みのタイムソース (TIMESYNC.CFG)を使
用する場合は、移行元サーバの TIMESYNC.CFGファイルから時刻
同期情報をコピーして、移行先サーバの TIMESYNC.CFGファイル
に貼り付けます。
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5［Compare Configurations］ダイアログボックスを閉じます。

次のセクション「NDSの移行の開始」に進んでください。

NDSの移行の開始

1［Project Window］で、［Begin NDS Migration］をクリックします。

2 移行しないボリュームをすべてバックアップし、次の作業を完了し
てから、移行を続行します。

すべてのボリュームデータが正しく移行されたことを確認しま
す。

ファイルコピー時に発生した重大なエラーをすべて解決します。

移行元の NDSツリー内にある各サーバの時刻が同期していて、
NDSが同期化されていることを確認します。詳細については、
31ページの手順 2を参照してください。

3［Next］をクリックします。

4 ライセンスディスクを挿入し、ライセンスに関するファイルへのパ
スを検索し、入力してから、［Next］をクリックします。 

MLAがある場合は、ライセンスディスクを挿入する代わりに、
MLAを選択することもできます。

5［Yes］または［No］を選択して、移行元サーバのスキーマを更新し
ます。

移行元サーバのスキーマが更新され、移行先サーバにインストール
されるデフォルトのアプリケーションの NDSクラスが取り込まれま
す。

デフォルトで［Yes］ラジオボタンがオンになっていますが、［No］
を選択すると、移行元と移行先のスキーマが比較されます。この比
較を利用すると、移行の準備をするときにスキーマをどのように拡
張するかを判断できます。

6 続行する前に、31ページの手順 2に説明されているDSREPAIRの手順
を実行したかどうかを確認します。これは移行元サーバを含む NDS
ツリーが正しく機能していることを検証するため手順です。ツリー
の状態を確認し、［Yes］または［No］をクリックして、［Next］を
クリックします。 

ツリーの状態を検証する DSREPAIRを実行しなくても、Migration 
Wizardの処理は続行できます。ただし、ツリーが不適切な状態で移
行を開始すると、移行が正しく完了しない場合があります。 
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7 NetWare 5、NetWare 6、または Border Managerを実行する NetWare 4か
ら移行する場合は、NICI環境設定ファイルを、移行元サーバから移
行先サーバにコピーし転送するように要求されます。画面の指示に
従い、NICI設定が完了したら、次の手順に進みます。 

重要 : NDSのロード中または NICIファイルのコピー中に NICIエラーが発生し
た場合は、最初に移行先サーバに PKI.NLMがロードされるかどうかを確認しま
す。PKI.NLMがロードされない場合は、55 ページの「NICIエラー」を参照して
ください。

8 移行元サーバおよび移行先サーバに対するユーザ接続 (自分以外 )を
すべて削除し、［Next］をクリックします。

9 移行元ツリーおよび移行先ツリーのパスワードを入力し、［Next］を
クリックします。

10［Migrate NDS Verification Results］画面で重大なエラーまたは警告を
解決し、［Next］をクリックします。

11［Migrate］をクリックし、NDSの移行を開始します。

この移行プロセスが終了すると、移行元サーバが停止し、移行先
サーバがリブートして、移行元サーバの名前と識別情報が移行先
サーバに引き継がれます。 

Migration Wizardでは、移行先サーバの AUTOEXEC.NCFファイル内
にある、次の項目が自動的に変更されます。

ファイルサーバ名が、移行元サーバの名前に変更されます。

タイムゾーンが、移行元サーバの AUTOEXEC.NCFファイルに記
述されているタイムゾーンに変更されます。

サーバ IDが、移行元サーバの AUTOEXEC.NCFファイルに記述
されている IPXの内部ネット値またはサーバ IDに変更されま
す。

デフォルトのタイムサーバのタイプが、移行元サーバの
AUTOEXEC.NCFファイルに記述されている値に変更されます。

バインダリコンテキストが、移行元サーバの AUTOEXEC.NCF
ファイルに記述されているバインダリコンテキストに変更され
ます。

重要 :移行時には、移行元サーバの時刻同期情報は自動的に移行されません。

12 エラーログおよび成功ログを確認し、［Done］をクリックします。

エラーログを使用すると、移行時に発生したすべてのエラーを確認
できます。エラーが発生していた場合は、成功ログを使用して、エ
ラーが発生するまで移行がどの程度進行したかを確認します。
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NDSの移行に失敗した場合は、56 ページの「NDSの移行」を参照
して、各サーバを元の設定に復元する方法を確認してください。

13 移行先として指定したサーバを調べ、このサーバを再起動して、移
行元サーバの名前が引き継がれていることを確認します。

14 ワークステーションをリブートし、移行先として指定したサーバに
ログインします。 

ログインできない場合は、52 ページの「ワークステーションから
サーバへの接続」を参照してください。

次のセクション「NDSの移行の終了」に進んでください。

NDSの移行の終了

1［Project Window］で、［Finish NDS Migration］をクリックします。

2［Continue NDS Migration］画面の説明を読み、次のことを確認して
ください。 

移行先として指定したサーバが再起動し、移行元サーバの名前
および識別情報が引き継がれていること

ライセンスがインストールされていること

ツリー内のすべてのサーバに対して、NDSが同期されているこ
と

NDSの同期ステータスを確認するには、サーバコンソールで
「DSREPAIR」と入力し、［Report Synchronization Status］オプ
ションおよび［Time Synchronization］オプションを実行します。 

移行先サーバに読み書き可能レプリカまたはマスタレプリカが
ない場合は、NDSツリー内の他のサーバのうち、いずれかのレ
プリカを持つサーバから DSREPAIRを実行し、NDSの同期を調
べる必要があります。

3［Yes］または［No］をクリックして手順 2での作業が完了したこと
を確認し、［Next］をクリックします。

4 移行元ツリーのパスワードを入力し、［Next］をクリックします。

5 警告またはエラーを解決し、［Next］をクリックします。

6 NDSの移行を終了するには、［Continue］をクリックします。

この段階で、ファイルのトラスティが復元され、ツリー内のボ
リュームオブジェクトが更新されます。
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7 エラーログおよび成功ログを確認し、［Done］をクリックして、現
在のプロジェクトを閉じます。

次のセクション「移行後の作業の実行」に進んでください。

移行後の作業の実行

1 移行先サーバで DSREPAIRを実行し、［Unattended Full Repair］を選択
します。

2 ユーザ情報が正しく移行されたことを確認します。

3 ボリュームの各 SYS:ディレクトリ (SYSTEM、PUBLIC、MAIL、
ETC、および NETBASIC)に関連するファイルまたは NLMプログラ
ムを含むアプリケーションをすべて再インストールします。

重要 :移行先サーバは移行元サーバの識別情報によって更新されるため、これら
のアプリケーションも含めて、移行先サーバ上の NDSオブジェクトはすべて削
除され、移行元サーバ上の NDSオブジェクトに置き換えられます。ただし、移
行先サーバのアプリケーションに関連する NLMプログラムは削除されません。
アプリケーションを管理するには、対応する NDSオブジェクトが必要であるた
め、アプリケーションの NDSオブジェクトを NDSツリーに復元する場合は、
アプリケーションを再インストールする必要があります。

移行先サーバで NetWare 5.1を実行していた場合、SMS、LDAP、Novell 
Certificate Server、または NetWare Management Portalに関する警告が表示さ
れることがあります。これらの警告は無視し、NDSを移行した後でアプリケー
ションを再インストールします。 

これらのネットワーク製品およびサービスを再インストールするに
は、NetWare Operating System CDにある NetWare Deployment Manager
ユーティリティ (NWDEPLOY.EXE)を使用するか、GUIインタ
フェースで、サーバトップの Novellアイコンをクリックします。 

4 最新の NetWare Support Packをインストールします。

これにより、再インストールするアプリケーションの最新コードを
取得できます。最新の Support Packは、NovellのサポートWebサイ
ト (http://www.support.novell.com/misc/patlst.htm)で入手できます。

5 DSREPAIRを［Time Synchronization］オプションで実行し、移行元
サーバがその他のサーバと同期されていることを確認します。 
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3 Windows NTからのデータの移行 

Novell® NetWare® Migration Wizard 6では、ユーザおよび関連するファイ
ルのアクセス権の移行、パスワードの割り当て、指定した NDS®ツリー
への NTファイルシステムの移行など、主要な作業が自動化されていま
す。このため、各作業を実行するためのユーティリティを個別に選択す
る必要はありません。

Migration Wizardでは多くの作業が自動化されていますが、開始する前に
次の点を検討する必要があります。

最初に次の質問に回答して、移行の計画を立てます。

どの NTユーザがどの NTファイルやディレクトリにアクセスし、そ
のファイルやディレクトリはどこにあるか。

Windows NT 3.51/4
Server

NetWare
Server

Windows NT 4.0 Workstation,
Windows NT 2000 Workstation,

or Windows NT 4.0 Server

Data

NetWare

Migration

Wizard

File System
and

NT Objects
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この情報は、最初に移行する NTサーバ、および同時に移行する
サーバの数を決定する場合に利用します。ユーザとグループを移行
するときは、ユーザオブジェクトの移行と同時に、そのユーザやグ
ループがアクセス権を持つファイルおよびディレクトリをすべて移
行できます。

どの NetWareサーバおよびボリュームに NTフォルダを移行するか。 

移行先の NDSツリー内で、どのサーバおよびボリュームが各 NT
フォルダを受け取るかを検討する必要があります。必要に応じて、
各 NTフォルダに対して異なる場所を選択することができます。効
率よく計画を立てるには、移行先 NDSツリー内の NetWareサーバ
のファイル構造を十分に理解しておく必要があります。

どのNTユーザおよびグループを移行するか。移行先NDSツリー内の
どの NDSコンテナに移行するか。

移行する NTユーザおよびグループを決定し、次に移行先 NDSツ
リーで NTユーザとグループに対して個別にコンテナを作成する必
要があるかどうかを決定します。［Project Window］で移行をモデル
化するとき、NDSの部門を右クリックすると、追加の NDSコンテ
ナを必要な数だけ作成できます。

既存の NDSユーザオブジェクトは、NTドメイン内で同じユーザを表
しているか。

すでに NDSアカウントを持っている NTユーザがいるかどうかを確
認します。移行時に、NDSツリーで重複したユーザ名を検索するか
どうかを指定します。Migration Wizardで同じユーザ名が検出される
と、テーブルに表示されます。このテーブルで、表示された NT
ユーザを NDSユーザオブジェクトとマージするかどうかを指定でき
ます。 

NetWare上で実行できないアプリケーションがある場合は、どのよ
うに処理するか。

Migration Wizardは、アプリケーションを移行しません。移行後にア
プリケーションを再インストールする必要があります。NetWare上
で実行できないアプリケーションがある場合は、特定の NTサーバ
を移行せずに残しておき、これをアプリケーションサーバとして使
用できます。 

ユーザおよびグループに関する情報をどのように移行するか。テン
プレートオブジェクトまたは ZENworksTMユーザポリシーパッケー
ジのいずれか、あるいはその両方を使用するか。

詳細については、36 ページの「テンプレートオブジェクトを作成す
る」および 37 ページの「ZENworksユーザポリシーパッケージを作
成する」を参照してください。
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信頼されているドメインはあるか。

信頼されているドメインがある場合は、移行の完了後に、適切な
NTユーザとグループに対して、このドメインの権利を再度割り当
てる必要があります。信頼されているドメインの権利を再度割り当
てるには、ConsoleOneTMを使用します。

移行の計画が完了したら、NTの移行を開始するための準備を行います。
次の作業を順番に実行します。

1. 35 ページの「システム要件とソフトウェア要件の適合」

2. 36 ページの「準備作業の実行」

3. 39 ページの「マイグレーションウィザードの実行」

4. 42 ページの「移行プロジェクトのモデル化」

5. 45 ページの「移行プロジェクトの検証」

6. 46 ページの「移行先の NDSツリーへのユーザとデータの移行」

7. 50 ページの「移行後の作業の実行」

システム要件とソフトウェア要件の適合

Migration Wizardは、データの移行元であるWindows NT 4サーバ、また
はWindows NT 4ワークステーションやWindows 2000ワークステーショ
ンのいずれからでも実行できます。ただし、Migration Wizardはワークス
テーション上よりもサーバ上で実行するほうが、移行にかかる時間が短
くなります。これは、ファイルのコピーが、クライアントワークステー
ションを介さずに、直接サーバ対サーバで行われるためです。 

次の NTの権利があることを確認してください。

NTドメインおよび PDCのレジストリに対する書き込み /変更権

移行するすべてのフォルダおよびファイルに対する読み込み権

移行先のNetWareサーバに対する管理権を持つユーザとしてNTドメ
インにログインできること

移行先の NetWareサーバに対するスーパバイザ権を持っていることを確
認してください。

次のテーブルは、Migration Wizardの実行に使用するワークステーション
またはサーバに関するハードウェア要件およびソフトウェア要件を示し
ています。
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Microsoft Service Packのバージョンを調べるには、［スタート］>［ファ
イル名を指定して実行］の順にクリックし、テキストフィールドに
「winver」と入力して、［OK］をクリックします。Microsoft Service Pack
のダウンロードおよびインストールについては、ZDNetのWebサイト 
(http://updates.zdnet.com/products/pr_13616.htm)を参照してください。

Novell Clientの現在のバージョンを調べるには、ワークステーションの
Nアイコンを右クリックし、［Novell Clientのプロパティ］>［クライア
ント］の順にクリックします。Novell Clientのダウンロードについては、
NovellダウンロードWebサイト (http://www.novell.com/download)を参照
してください。

次のセクション「準備作業の実行」に進んでください。

準備作業の実行

テンプレートオブジェクトを作成する

最初の準備作業では、NTユーザを移行先の NDSツリーに移行するとき
に、テンプレートオブジェクトを使用するかどうかを指定します。

テンプレートオブジェクトを使用すると、移行時に、NTユーザに対し
て追加の NDSユーザ属性を定義できます。テンプレートオブジェクト
は、Windows NTドメインにない追加属性を定義する場合に特に便利で
す。NTユーザの NDSツリーへの移行と、移行後の管理を容易に行える
ようになるため、テンプレートオブジェクトの使用を推奨します。

重要 :ホームディレクトリを移行するには、テンプレートオブジェクトを使用す
る必要があります。

プラットフォーム ハードウェア ソフトウェア

Windows NT 4および

Windows NT 2000ワークス

テーション

Windows NT 4/2000ワーク

ステーションの最低ハー
ドウェア要件

Novell ClientTM for Windows 

NT/2000(バージョン 4.8

以降 )

Microsoft* Service Pack 6

以降

Windows NT 4サーバ Windows NT 4の最低ハー

ドウェア要件

Novell Client for Windows 

NTバージョン 4.8以降

Microsoft Service Pack 6

以降
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テンプレートオブジェクトのプロパティと NTポリシーの間に矛盾があ
ると、ほとんどの場合、テンプレートオブジェクトのプロパティが優先
されます。たとえば、NTポリシーでの Jeffというユーザに対して、最
小パスワード長が 7文字に指定されて、テンプレートオブジェクトでは
最小パスワード長が 9文字に指定されている場合、Jeffのオブジェクト
が移行されると、NDSではパスワード長が 9文字のオブジェクトが作成
されます。 

テンプレートオブジェクトで定義できる追加の NDS属性を調べるには、
ConsoleOneを実行し、テンプレートオブジェクトをダブルクリックしま
す。これにより、既存のプロパティがすべて表示されます。

すべての NTオブジェクトについて、姓、氏名、および説明は必ず移行
され、これらに対応するテンプレートオブジェクトのプロパティは上書
きされます。 

テンプレートオブジェクトを使用する場合は、ConsoleOneTMで［ファイ
ル］>［新規作成］>［オブジェクト］>［テンプレート］の順にクリッ
クしてテンプレートオブジェクトを作成します。

ZENworksユーザポリシーパッケージを作成する

次の準備作業では、ZENworksTMユーザポリシーパッケージを使用する
かどうかを指定します。

ZENworksユーザポリシーパッケージを使用すると、ユーザのデスク
トップの外観と機能を制御できます。Migration Wizardは、グループに対
してだけ ZENworksユーザポリシーパッケージを関連付けます。

ZENworksを使用すると、特定の NDSグループに関連付けられている
ユーザのすべてのワークステーションに対して、デスクトップの外観を
決定することができます。ZENworksユーザポリシーパッケージを NDS
グループに関連付けると、ポリシーパッケージで適用したプロパティに
よって、ワークステーションの属性を制御できます。これを行うには、
そのグループのユーザに対して、ワークステーションの背景を設定し、
コントロールパネルへの権限を制限して、ワークステーションのサウン
ドおよび配色パターンを変更します。

注 : Migration Wizardは、Microsoft NT 3.51の Roamingプロファイルを移行しま
せん。

ZENworksを使用する場合は、移行先の NDSツリーに ZENworks Full 2.0
をインストールします。ZENworks Full Starter Packは、NetWare 5.0また
は 5.1の製品 CDからインストールできます。ZENworks 3.0はサポート
されていません。

ZENworksユーザポリシーパッケージを作成するには、次を実行します。
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1 NetWareアドミニストレータで、ツリービューにある NDS部門を右
クリックして、［Create］>［Policy Package］の順にクリックします。

NTネットワークにあるワークステーションのタイプ (Windows NT/
2000、Windows 95/98、またはその両方 )に基づいて、WINNT-2000
ユーザポリシーパッケージを作成するか、WIN 95-98ポリシーパッ
ケージを作成するか、あるいはその両方を作成するかを決定します。 

2 ConsoleOneで、ツールバーのユーザポリシーパッケージアイコンを
クリックします。どのアイコンかわからない場合は、アイコンの上
にカーソルを移動すると、短い説明が表示されます。

ZENworksのインストールおよび使用に関する詳細については、Novell
製品マニュアルのWebサイト (http://www.novell.com/documentation/
japanese)を参照してください。

ワークステーションを登録する

ワークステーションからMigration Wizardを実行する場合は、移行する
ドメインにそのワークステーションが登録されていることを確認してく
ださい。正しく登録されている場合は、39 ページの「マイグレーション
ウィザードの実行」に進みます。 

ワークステーションが登録されているドメインを変更する場合は、
Windows NTまたはWindows 2000に対して次の作業を実行します。

重要 : Migration Wizardは、Windows 95ワークステーションでは実行できません。

Windows NTワークステーション

1 ワークステーションで、［ネットワークコンピュータ］を右クリック
し、［プロパティ］をクリックします。

2［識別］タブをクリックし、［変更］>［ドメイン］の順にクリック
します。 

3 適切なドメインを指定し、管理者の名前とパスワードを入力してか
ら、［OK］をクリックします。

4 ワークステーションをリブートし、Migration Wizardを再起動しま
す。次のセクション「マイグレーションウィザードの実行」に進ん
でください。

Windows 2000ワークステーション

1 ワークステーションで、［マイコンピュータ］を右クリックし、
［プロパティ］をクリックします。

2［ネットワーク ID］タブをクリックします。
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3［プロパティ］をクリックし、コンピュータ名と適切なドメインを入
力してから、［OK］をクリックします。

4 ワークステーションをリブートし、Migration Wizardを再起動しま
す。次のセクション「マイグレーションウィザードの実行」に進ん
でください。

マイグレーションウィザードの実行

1 Novell Software Downloads Webサイト (http://www.novell.com/
download)>［NetWare］>［Novell NetWare Migration Wizard 6］からダ
ウンロードするか、NetWare 6 Operating System CDを使用して、
Migration Wizardをインストールします。ダウンロードおよびインス
トールの指示に従います。

2［スタート］メニューから［プログラム］>［Novell］>［NetWare 
Migration Wizard］>［NetWare Migration Wizard］の順にクリックしし
て、Migration Wizardを起動します。

3［Create a New Project］>［OK］の順にクリックします。 

4［Microsoft Windows NT 3.51/4 Server］>［OK］の順にクリックしま
す。

5［View Setup Tasks］ボタンをクリックします。 

これにより、デフォルトのWebブラウザが起動し、NetWare 
Migration Wizard 6のオンラインヘルプが開きます。

6 オンラインヘルプの「システム要件とソフトウェア要件の適合」に
記載されているシステム要件およびソフトウェア要件を満たしてい
ることを確認します。ブラウザを閉じます。

7［Next］をクリックします。

8 灰色で表示されているテキストフィールドに示された NTドメイン
が、移行するドメインであることを確認します。

Migration Wizardでは、ワークステーションまたはサーバが属する
NTドメインが自動的に表示されます。 

ワークステーションからMigration Wizardを実行する場合は、ワー
クステーションが登録されているドメインを変更できます。これを
行うには、Migration Wizardを終了して、38 ページの「ワークス
テーションを登録する」に説明されている手順に従います。

9 移行プロジェクトに名前を付け、保存する場所を選択して、［Next］
をクリックします。
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デフォルトでは、C:¥Program Files¥Novell¥NetWare Migration Wizard
にプロジェクトが保存されます。

10 ドロップダウンリストから移行先の NDSツリーを選択し、［Next］を
クリックします。 

移行先の NDSツリーとは、NTデータが移行される NDSツリーで
す。

NDSツリーにログインしていない場合は、NDSツリー名はドロップ
ダウンリストに表示されません。この場合、［Browse］ボタンをク
リックして、必要な NDSツリーにログインします。NDSツリーに
ログインすると、その NDSツリー名がドロップダウンリストに自動
的に表示されます。

11 NTドメインと移行先のNDSツリーで同じ名前をもつユーザオブジェ
クトを検索するかどうかを決定し、［Yes］または［No］をクリック
します。

12［Create］をクリックし、移行プロジェクトを作成して保存します。

プロジェクトを作成して保存すると、プロジェクトの成功ログとエ
ラーログを含むファイルが作成されます。これらのログには、移行
時の処理状態の詳細が示されます。

13 (状況によって実行 )手順 11で［Yes］をクリックした場合は、手順
13aに進んでください。［No］をクリックした場合は、残りの手順を
実行せずに、42 ページの「移行プロジェクトのモデル化」に進んで
ください。

13a［Browse］ボタンをクリックし、移行先の NDSツリーの NDSコン
テナを選択します。

13b ツリーを参照して NDSコンテナを選択し、［OK］をクリックし
ます。

13c 重複したユーザ名の検索を開始するには、［Next］をクリックし
ます。

13d NDSユーザと同じ名前を持つNTユーザに対する処理方法を指定
します。

次の画面は、Migration Wizardに表示されるユーザ名テーブルの
例です。この画面を確認します。変更しない場合は、表示され
ている NDSユーザが、同じ行の NTユーザと自動的にマージさ
れます。
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図 3 NTユーザと重複した NDSユーザのマージ

一覧表示されている、各 NTユーザについて、次のオプション
を選択できます。

NTユーザを、表示された NDSユーザとマージする。テーブ
ルに表示された NTユーザをそのまま残しておき、次の NT
ユーザへ進みます。

NTユーザを、別の NDSユーザとマージする。NDSユーザ名
の横にある矢印をクリックすると、その行の NTユーザと
同じユーザ名を持つすべての NDSユーザ（コンテキストを
含む）のドロップダウンリストが表示されます。いずれか
の NDS名を選択し、表示されている次の NTユーザに進み
ます。

NTユーザを、対応するどの NDSユーザともマージしない。
NDSユーザを右クリックし、［Don’t Merge］をクリックし
ます。ドロップダウンリストに表示されるすべての NDS
ユーザが、その行の NTユーザと同一人物でない場合は、
このオプションを選択します。

13e 表示されている各 NTユーザに対してオプションを選択したら、
［Finish］をクリックします。

［Project Window］が開きます。NDSユーザオブジェクトとマー
ジするように選択した NTユーザは、ドロップしたオブジェク
トと同様に、移行先の NDSツリーに自動的に表示されます。 

次のセクション「移行プロジェクトのモデル化」に進んでください。
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移行プロジェクトのモデル化

ほとんどの作業は［Project Window］で行います。［Project Window］で
は、NTのユーザオブジェクトおよびグループオブジェクトを NDSコン
テナにドラッグアンドドロップしたり、NTフォルダおよびボリューム
を移行先の NDSツリー内にある任意のボリュームまたはフォルダにド
ラッグアンドドロップできます。

［Project Window］では、実際の移行を開始する前に、さまざまな移行の
シナリオをモデル化することができます。NTドメインまたは移行先の
NDSツリーには、影響を与えません。［Project Window］での移行計画は
すべて、オフラインで行います。つまり、［Project Window］で項目の移
動や作成を行っても、移行を開始するまで、実際には移動または作成さ
れません。 

ヒント :ドル記号 ($)で終わる NTの共有フォルダに関する情報を表示するには、
Windowsデスクトップの任意の場所をクリックし、<F1>を押します。次に［テ
キスト検索］タブをクリックし、キーワードのテキストフィールドに
「$shares」と入力します。 

移行プロジェクトを作成すると、［Project Window］および［Using the 
Project Window］ダイアログボックスが表示されます。

次の図は、［Project Window］の上部に表示される［Using the Project 
Window］ダイアログボックスの例です。 

図 4 ［Using the Project Window］ダイアログボックス
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各移行プロジェクトに対して、このダイアログボックスに表示される 3
つの基本手順を実行します。実行する手順を理解したら、［Close］をク
リックして［Project Window］を開き、移行プロジェクトのモデル化を
開始します。

［Project Window］を使用する

次に示すヒントを参照して、移行プロジェクトを整理し、より効率的に
［Project Window］を使用してください。

新しいNDS部門またはフォルダを作成する—新しいNDS部門(OU)を
作成するには、NDS部門のペアレントまたはフォルダを右クリック
し、［New Organizational Unit］または［New Folder］をクリックしま
す。次の図は、［Project Window］でこの操作を行った例です。

図 5 ［Project Window］で部門を右クリックする

NDSツリーで新しい NDS OUを作成し、その OUに NTの情報を移
行できます。これにより、NTの情報が NDSツリー内の 1ヶ所にま
とめられます。また、NTデータを既存の OUに移行することもで
きます。NDSツリーには、必要に応じて新しい OUをいつでも作成
できます。

移行先のツリーに新しいコンテナまたは名前を追加する場合は、選
択した名前が、次の NDS命名規定に従っている必要があります。

名前は一意でなければなりません。たとえば、同じコンテナ内
で Debra Jonesと Daniel Jonesの両方に DJONESという名前を付
けることはできません。

プラス記号 (+)、等号 (=)、およびピリオド (.)の特殊文字を使用す
る場合は、これらの文字の前に円マーク (¥)を付ける必要があ
ります。
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NDSでは、大文字と小文字の区別、アンダースコア、およびス
ペースは認識されません。たとえば、NDSではManager_Profile
とMANAGER PROFILEは同じ名前として扱われます。

コンテキストを設定する—コンテキストを設定するには、NDS部門
を右クリックし、［Set Context］をクリックします。

コンテキストを設定するときに、NDSツリーのどの部分を［Project 
Window］の右側に表示するかを指定できます。この機能は、NDS
ツリーのサイズが大きく、多数のオブジェクトが含まれている場合
に便利です。

特定のコンテナにコンテキストを設定すると、NDSツリー内でオブ
ジェクトを下方向にスクロールしたり、展開する必要がなくなりま
す。コンテキストを設定したコンテナは、［Project Window］の右側
に最上位のオブジェクトとして表示されます。

［Project Window］でオブジェクトの説明を表示する—［Project 
Window］で各アイコンの短い説明を表示するには、NDSオブジェ
クトを右クリックし、［What’s This?］をクリックします。

ドロップしたオブジェクトを元に戻す—ドロップしたオブジェクト
を元の位置に戻すには、NTドメインまたは移行先 NDSツリーにド
ロップした NTオブジェクトを右クリックし、［Back Out Dropped 
Object］をクリックします。

次の画面は、NDSツリーにドロップしたオブジェクトと、右クリッ
クによって表示されるメニューの例を示してます。

図 6 ［Project Window］でオブジェクトを右クリックする
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ドロップしたNTオブジェクトの元の場所を調べる—ドロップしたオ
ブジェクトが NTドメインのどこにあったかを調べるには、その NT
オブジェクトを右クリックし、［Where Did It Come From?］をクリッ
クします。多数のオブジェクトをドラッグアンドドロップした場合、
ドロップしたオブジェクトが以前に NTドメインのどこにあったか
を覚えていなくても、この機能を使用すると容易に調べることがで
きます。

NDSツリー内で、NTフォルダ、ユーザ、およびグループをドロップし
た場所に問題がなければ、NTデータを移行する前に移行プロジェクト
を検証し、発生する可能性のある問題を解決します。

次のセクション「移行プロジェクトの検証」に進んでください。

移行プロジェクトの検証

［Project Window］で移行のモデル化を完了したら、新しいオブジェクト
の格納場所で、移行先の NDSツリー内にある既存の名前、権限、ネー
ムスペースなどとの競合が発生していないかを検証する必要がありま
す。 

ドラッグアンドドロップした項目は NDSツリーに表示されますが、こ
れらの項目は、NDSツリー内の目的のエリアへコピーするための準備と
して割り当てられているだけであることに注意してください。オブジェ
クトは、移行プロセスを開始するまで、実際にはコピーされません。

実際の NTの移行を開始すると検証プロセスが実行されるので、移行の
前にスタンドアロンの検証プロセスを実行する必要はありません。ただ
し、移行を開始する前に重大なエラーや警告を検出しておくと、移行時
の検証プロセスにかかる時間が短くなります。 

重大なエラーは、移行プロジェクトを実際に開始する前に、すべて解決
する必要があります。警告は移行後に解決できます。

1 Migration Wizardのツールバーで、［Project］>［Verify Project］の順に
クリックするか、ツールバーの［Verification］ボタンをクリックし
てから、［Next］をクリックします。

2 次のセクション 17 ページの「移行先の NDSツリーへのユーザとデー
タの移行」で説明する手順の「移行先の NDSツリーへのユーザと
データの移行」から開始します。
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移行先の NDSツリーへのユーザとデータの移行

NTデータのコピー先になるボリュームおよびコンテナは選択しました
が、データはまだ移行されていません。NTユーザオブジェクトを移行
すると NDSオブジェクトに変換され、移行先の NDSツリーに配置され
ます。移行を開始するには、次を実行します。

1 Migration Wizardのツールバーで、［Project］>［Verify and Migrate 
Project］の順にクリックします。

2 初期画面の説明を読み、［Next］をクリックします。

3  新しく作成したNDSユーザに対してテンプレートオブジェクトを適
用する場合は、ツリーを参照し、ツリービューからテンプレートオ
ブジェクトを選択して、［Next］をクリックします。 

テンプレートオブジェクトを使用しない場合は、チェックボックス
をオフにして［Next］をクリックします。

重要 :ホームディレクトリを移行するには、NTユーザを移行先の NDSツリーに
移行するときにテンプレートオブジェクトを使用する必要があります。使用す

るテンプレートオブジェクトに対応したホームディレクトリのプロパティが定

義されていることを確認してください。

ヒント :これまでにテンプレートオブジェクトを作成していないが、ここで使用
する場合には、プロジェクトを保存して、ConsoleOneTMを開き、テンプレー
トオブジェクトを作成します。次に、Migration Wizardを再度実行し、［Open 
Last Project］をクリックします。次に移行手順の手順 1から再開します。

4 (状況によって実行 )ZENworksがインストールされている場合は、次
を実行します。

4a 移行先の NDSツリーを参照し、NTグループに関連付ける
ZENworksユーザポリシーパッケージを選択して、［Next］をク
リックします。 

4b ドロップダウンリストからZENworksユーザポリシーパッケージ
を選択して、各 ZENworksユーザポリシーパッケージに関連付
ける NTグループを選択します。右矢印をクリックし、関連付
けるグループを［Associate NT Groups］ウィンドウに移動して、
［Next］をクリックします。

ヒント :前のダイアログボックスで、WINNT-2000およびWIN 95-98のポ
リシーパッケージを両方とも選択した場合は、最初にWINNT-2000ポリ
シーパッケージだけを処理するダイアログボックスが表示され、次にWIN 
95-98ポリシーパッケージだけを処理するダイアログボックスが表示され
ます。ポリシーパッケージのタイプを 1つだけ選択した場合は、ダイアロ
グボックスは 1つだけ表示されます。

ドロップダウンリストには、前の手順で選択したすべての
ZENworksユーザポリシーパッケージが表示されます。各ポリ
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シーパッケージには、必要な数の NTグループを関連付けるこ
とができます。

4c 特定の ZENworksユーザポリシーパッケージに関連付ける NTグ
ループを確認し、［Next］をクリックします。 

関連付けを変更するには、［Back］をクリックし、手順 4bの操
作を実行します。

ヒント : ZENworks 3.0を使用している場合は、この画面は表示されません。

5 Microsoft NTドメインと移行先NDSツリーで重複するファイル名の処
理方法を指定します。次のいずれかを選択し、［Next］をクリックし
ます。

［Don’t Copy Over Existing Files］ 

［Copy the Source File If It Is Newer］

［Always Copy the Source File］

6 NTユーザのパスワードの処理方法を指定します。次のいずれかを選
択し、［Next］をクリックします。

［Assign the Same Password to All Users］—移行されたすべて
のユーザに対して同じパスワードが割り当てられます。

［Assign a Randomly Generated Password to All Users］—ラン
ダムに生成されたパスワードが割り当てられ、これらのパス
ワードは、Migration Wizardによって作成される
project_name_OUT.TXTという名前のファイルに格納されます。
このファイルは、移行プロジェクトと同じディレクトリに保存
されます。

［Read Passwords from a File］—現在の NTパスワードがテキス
トファイルから読み込まれ、移行先の NDSツリーに移行されま
す。移行を開始する前に、NTパスワードを含むテキストファイ
ルを作成する必要があります。

このファイルの作成方法に関する詳細については、［Help］ボタ
ンをクリックしてください。

7 次の各オプションの横にあるチェックボックスをオンまたはオフに
して NTの移行オプションを設定し、［Next］をクリックします。

［Migrate File Permissions］—通常、ファイルおよびディレクト
リに関する権利は、Migration Wizardによって移行されます。何
らかの理由で、ファイルおよびディレクトリに関する権利を再
割り当てする場合は、ファイルおよびディレクトリに関する権
利をコピーしないようにここで指定し、後で ConsoleOneを使用
して再割り当てすることができます。
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［Migrate Everyone Permissions］—NTドメイン情報オブジェク
トをドロップした NDSコンテナには、Everyoneグループに関連
付けられていた権利が割り当てられます。Everyoneグループの
権利を移行する場合は、NTドメイン情報オブジェクトを NDS
ツリーの上位にドロップし、すべての NTユーザがその権利を
継承できるようにします。

ヒント : NTドメインで作成されるすべての新しいフォルダには、自動的に
デフォルトで Everyoneの権利が割り当てられます。

［Restart Option］—通常、移行に関する情報は消去されません。
ただし以前に移行を実行し、移行先のツリーから NDSオブジェ
クトを削除した場合、同じドメインの移行を最初からやり直す
には、このチェックボックスをオンにします。

NTからユーザおよびグループを移行すると、NT名および関連
付けられた NDSユーザ名のテーブルが、プライマリドメインコ
ントローラ (PDC)のレジストリに格納されます。ファイルシス
テムを移行するときに、Migration Wizardはこのテーブルの情報
を使用します。このテーブルには、各ユーザおよびグループが、
移行先の NDSツリーのどこに移行されたかが記録されていま
す。移行先の情報を格納することにより、正しいファイルのア
クセス権が適切なユーザに割り当てられます。 

8 (状況によって実行 )スタンドアロンの検証プロセスを実行している
場合は、移行先サーバにある権利およびボリュームサイズを調べる
かどうかを指定します。これらの情報を調べる場合は［Yes］をオン
にし、［Next］をクリックします。

この処理には時間がかなりかかるため、移行プロジェクトを検証す
るたびに、権利およびボリュームサイズを調べる必要はありません。
ただし、NTファイルシステムを格納するための十分な空き容量が、
移行先のボリュームにあるかどうかを検証する場合には、この処理
は役に立ちます。

Migration Wizardは、ドロップされたフォルダの内容をスキャンし、
これらのフォルダを移行するための十分な権利があるかどうかを検
証します。 

注 : NTでは、スーパバイザ権をフィルタすることができます。ディレクトリ構
造のルートに対してすべての権限を持っていても、ディレクトリ構造全体に対

して同じ権限を使用できるとは限りません。

9［Verify NT to NetWare Project］ウィンドウで、［Next］をクリックし
て検証を開始します。 
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10 プロンプトが表示された場合は、タイプが異なるオブジェクト間で
の名前の競合を解決し、［Next］をクリックします。

タイプが異なるオブジェクトをマージするか、そのままにするかを
選択できます。

11 プロンプトが表示された場合は、タイプが同じオブジェクト間での
名前の競合を解決し、［Next］をクリックします。

タイプが同じオブジェクトをマージするか、そのままにするかを選
択できます。

12 プロンプトが表示された場合は、表示された NTユーザおよびグルー
プを移行しないことを確認し、［Next］をクリックします。 

この手順は、すべての NTローカルグループに対して 1回、NTグ
ローバルグループに対して 1回、移行先 NDSツリーにドラッグアン
ドドロップしていない NTユーザに対して 1回の、合計 3回実行す
る必要があります。すべてのユーザおよびグループを移行した場合
は、このダイアログボックスは表示されません。

誤りがあった場合は、［Cancel］をクリックします。これにより、
［Project Window］に戻ります。オブジェクトをドラッグアンドド
ロップし、ツールバーで、［Project］>［Start Migration］の順にク
リックし、この手順を 46ページの手順 1から再開します。

13 重大なエラーがあればすべて解決します。 

警告または重大ではないエラーは、移行後に解決できます。重大な
エラーまたは警告を解決するには、エラーの下にあるテキスト
フィールドに表示された説明を読みます。この説明には、考えられ
る原因と、解決のためのヒントが示されています。 

14 次のいずれかを実行します。

この時点で、実際の移行を行っている場合は、［Proceed］をク
リックし、移行を続行します。

この時点で、スタンドアロンの検証プロセスだけを実行してい
る場合は、［Finish］をクリックし、46 ページの「移行先の NDS
ツリーへのユーザとデータの移行」での指示に従って実際の移
行を開始します。

15 (移行の場合のみ )エラーログおよび成功ログが表示されます。

次のセクション「移行後の作業の実行」に進んでください。
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移行後の作業の実行

NTデータを移行先の NDSツリーに移行した後、次を実行します。

ワークステーションに最新のNovell Clientソフトウェアがインストー
ルされていない場合は、これらのワークステーションに Novell 
Clientソフトウェアをインストールします。 

最新のクライアントは、Novell Software Download Webサイト (http://
www.novell.com/download)からダウンロードできます。複数のワー
クステーションに Novell Clientを同時にインストールする方法につ
いては、 (http://www.novell.com/documentation/japanese)で Novell Client
のマニュアルを参照してください。

ConsoleOneを使用して、移行先のNDSツリーの正しい場所にNTユー
ザおよびグループが移行され、正しいファイルと共有の権利を保持
していることを確認します。 

ヒント :保持している権利が不足している場合または多すぎる場合は、DOSプ
ロンプトで「CACLS¥?」と入力し、画面の指示に従います。Microsoftユーティ
リティでは、権利が表示されない場合があります。このコマンドを DOSプロン
プトで実行すると、NTオブジェクトに関連付けられている権利が、表示されな
いものも含めてすべて表示されます。

移行先のNetWareサーバでConsoleOneを使用して、データの移行先ボ
リュームを表示し、正しく移行が行われたことを確認します。

NDPS®でのプリンタマッピングを設定します。設定方法について
は、移行先サーバで動作しているオペレーティングシステムのオン
ラインマニュアル (http://www.novell.com/documentation/japanese)を開
き、［Print Services］>［Novell Distributed Print Services］の順にク
リックします。 

移行したユーザのホームディレクトリを調べ、計画通りに移行され
ていることを確認してください。

すべてのユーザに新しい NDSパスワードを配布します。パスワード
は、Migration Wizardによって作成された、project_name_OUT.TXT
というパスワードファイルに格納されています。このファイルは、
移行プロジェクトを保存したディレクトリにあります。
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4 トラブルシューティング 

発生した問題の内容に応じて、適切なセクションを参照してください。

一般的な接続の問題 (51 ページ )

ワークステーションからサーバへの接続 (52 ページ )

サーバからサーバへの接続 (53 ページ )

ファイルのコピー (53 ページ )

SMDRエラー (54 ページ )

トラスティの復元 (54 ページ )

NUWAGENT.NLM (55 ページ )

NICIエラー (55 ページ )

NDSの移行 (56 ページ ) 

一般的な接続の問題

接続に関する不要な問題を回避するために、次のことを確認してくださ
い。 

移行元および移行先のサーバに、移行に必要なサーバとワークス
テーションに関して利用可能なライセンスがあること。

移行に使用する NDS®ユーザに、同時接続の制限がないこと。これ
を調べるには、次を実行します。

ワークステーション上で ConsoleOneTMを実行します。

NDSユーザオブジェクトのプロパティを編集します。

［Login Restrictions］タブをクリックします。
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［Limit Concurrent Connections］チェックボックスをオフにしま
す。

移行に使用する NDSユーザに、移行元サーバの NDSオブジェクトに
対するスーパバイザ権があること。NDSユーザの NDSオブジェク
トが移行元サーバの［オペレータ］リストに含まれていることを確
認するには、ConsoleOneTMを使用します。 

ワークステーションからサーバへの接続

サーバとワークステーション間の接続の確立または維持に問題がある場
合は、次に示すトラブルシューティングの操作を 1つ以上実行します。 

クライアントワークステーションをリブートして、Novell® ClientTM

のキャッシュをクリアします。 

ログインする代わりに、ドライブをサーバにマップします。この方
法は、IPXTM プロトコルで接続している場合に特に便利です。

名前の代わりに、IPアドレスまたは IPXアドレスでサーバを検索しま
す。［Novell Login］ダイアログボックスの［Server］フィールドに
IPアドレスまたは IPXアドレスを入力します。

サーバ名だけを入力し、ツリー名とコンテキストを空白にして、
NDSツリーではなくサーバに接続します。

認証解除された接続をすべて切断します。これを行うには、Nアイ
コンを右クリックし、［NetWare Connections］をクリックします。認
証を受けていないすべてのサーバおよびツリーから接続を解除し、
再度ログインします。

次の手順で、［Preferred NetWork Protocol］が正しく設定されている
ことを確認してください。

［N］アイコンを右クリックします。

［Novell Client Properties］>［Protocol Preferences］の順にクリッ
クします。

必要な優先ネットワークプロトコルを選択し、［OK］をクリッ
クします。

ワークステーションをリブートします。

使用していないプロトコルを、移行先サーバからバインド解除しま
す。たとえば、移行には IPXを使用するが、移行先サーバには IPが
バインドされている場合、移行時に移行先サーバの IPプロトコルを
バインド解除します。
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サーバからサーバへの接続

サーバ間の接続の確立または維持に問題がある場合は、次に示すトラブ
ルシューティングの操作を 1つ以上実行します。

NDSツリーから移行元または移行先のサーバが削除されていないか
確認します。移行時には、サーバがツリー内の他のサーバと通信で
きるようにしておく必要があります。

移行先および移行元のサーバが相互に通信できることを確認してく
ださい。 

IPX接続の場合は、サーバコンソールで「DISPLAY SERVERS」と
入力します。IP接続の場合は、サーバコンソールで「PING」と入
力します。

IPXを使用している場合は、移行元サーバおよび移行先サーバのフ
レームタイプと IPXネットワーク番号 /サーバ IDが統一されている
ことを確認してください。IP接続の場合は、対応するアドレス指
定、サブネットマスク、およびゲートウェイの情報が設定されてい
ることを確認してください。

移行先サーバをリブートします。

ファイルのコピー

ファイルのコピー時に問題が発生した場合には、次に示すトラブル
シューティングの操作を実行します。

移行先と移行元の両方のサーバで、ログインを有効にします。ファ
イルのコピーを開始する前にログインが無効になっていると、ファ
イルを移行する場合に、サーバが相互にログインすることができま
せん。  

注 : ログインが無効になるように選択してある場合、Migration Wizardでは、移
行時のログインを無効にします。

ファイルのコピーに時間がかかる場合は、サーバとワークステー
ションの共通の LAN速度が最低に設定されていないかを確認して
ください。NICおよびサーバやワークステーション間の通信機器が、
すべて半二重または全二重で通信できるようにハードコードされて
いることを確認します。これらの機器の設定は、すべて同じにする
必要があります。全二重で問題が発生するようであれば、半二重を
使用します。

圧縮ファイルを非圧縮ボリュームに移行する場合、ファイルのコ
ピーの速度が遅くなることがあります。
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SMDRエラー

移行先サーバで実行している SMDR.NLMプログラムが、移行元サーバ
に接続できない場合があります。この問題を解決するには、次の操作を
1つ以上実行します。

移行元サーバをリブートします。

使用していないプロトコルを、移行先サーバからバインド解除しま
す。たとえば、移行には IPXを使用するが、移行先サーバには IPが
バインドされている場合、移行時に移行先サーバの IPプロトコルを
バインド解除します。

Migration Wizardが適切なTSA.NLMを移行先サーバにロードできない
場合は、移行先のサーバコンソールから手動でロードし、画面の指
示に従います。またはサーバコンソールで「SMDR NEW」と入力し
て、SMDRオブジェクトを再作成します。

移行先サーバのサーバコンソールで SMDR.NLMをロードし、移行先
のサーバコンソールで「SMDR NEW」と入力して SMSTMの問題を解
決します。

最新のNLMTMプログラムがロードされていることを確認してくださ
い。 

Migration Wizardは、必要な NLMを移行元および移行先のサーバに
自動的にコピーします。最新の NLMがロードされていることを確
認するには、NetWare Migration Wizard¥Products¥NW3xディレクトリ
にあるファイルを調べます。場合によっては、TSA312を手動で
ロードする必要があります。

プライマリ接続を調べます。システムトレイの［N］アイコンを右
クリックし、［NetWare接続］をクリックします。移行先のツリーお
よびサーバが、「プライマリ」としてマークされていることを確認し
てください。

NetWare 3から移行する場合は、移行先サーバにバインダリコンテキ
ストが設定されていることを確認してください。NetWare 6に移行す
る場合は、移行先のサーバコンソールで、「set bindery 
context = o=[context]」と入力します。 

トラスティの復元

トラスティの復元に失敗し、0xfffffffbエラーが発生した場合は、必
要なすべての場所で IPアドレスの変更が行われていないことを示し
ています。詳細については、28 ページの「環境設定ファイルの編
集」を参照してください。
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トラスティの復元が必要な場合は、Migration Wizardで、［Finish NDS 
Migration］ボタンをクリックするか、ツールバーの［Restore 
Trustees］を選択します。

NUWAGENT.NLM

NUWAGENT.NLMは、Migration Wizardの多くの処理で使用される NLM
プログラムです。NUWAGENT.NLMをロードできないというエラーが発
生した場合は、次の操作を実行します。

サーバコンソールから、手動で NUWAGENT.NLMをロードします。

移行先のサーバコンソールで「SMDR NEW」と入力します。これに
より、SMDR設定が再作成され、NUWAGENT.NLMをロードできる
ようになります。

NICIエラー

Migration Wizardで、NDSのロード中または NICIファイルのコピー中に
NICIエラーが発生した場合は、NICIファイルが壊れている可能性があ
ります。この問題を解決するには、NICIエラーが発生したサーバで次の
操作を実行します。

1 サーバのライセンスディスクからサーバのSYS:SYTEMディレクトリ
に、*.NFKファイルをコピーします。 

2 コピーした *.NFKファイルの名前を、「NICIFK」(拡張子なし )に変更
します。

3 NovellのサポートWebサイト (http://support.novell.com/filefinder)から、
NREPAIR3.EXEをダウンロードします。

4 NREPAIR3.EXEを実行して解凍し、NREPAIR.NLMを探します。

5 サーバ上で NREPAIR.NLMを実行し、すべてのプロンプトに対して
［Yes］をクリックします。

6 サーバをリブートします。

7 サーバに PKI.NLMをロードし、NICIエラーが発生しなくなったこと
を確認します。

NICIエラーがまだ発生する場合は、Novellサポートホームページ 
(http://www.support.novell.com/search/kb_index.jsp)で、TID 10025666
を検索してください。
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NDSの移行 

NDSの移行手順で移行に失敗した場合は、NDSの移行を再実行する前
に、移行元および移行先のサーバを元の設定に復元する必要がありま
す。サーバを元の設定に復元する方法は、データの移行がどの段階で失
敗したかによって異なります。

3番目のボタンの［Begin NDS Migration］の処理が失敗し、移行先サー
バのリブートおよび移行元サーバの名前と識別情報の引き継ぎが行われ
なかった場合は、56 ページの「移行元サーバを元の設定へ復元する」の
操作を実行します。

3番目のボタンの［Begin NDS Migration］の処理が正しく完了し、移行
先サーバのリブートおよび移行元サーバの名前と識別情報の引き継ぎが
完了した場合は、次のセクションの操作を実行します。

1. 57 ページの「移行先サーバから NDSを削除する」

2. 58 ページの「移行元サーバから NDSを削除する」

3. 59 ページの「移行元サーバへ NDSを復元する」

4. 60 ページの「移行先サーバを再インストールする」

移行元サーバを元の設定へ復元する

3番目のボタンの［Begin NDS Migration］の処理が失敗し、移行先サー
バのリブートおよび移行元サーバの名前と識別情報の引き継ぎが行われ
なかった場合は、NDSを移行元サーバに復元します。NDSが復元され
ると、移行元サーバが元の設定に復元され、NDSの移行を再実行できる
状態になります。

1 移行元サーバのサーバコンソールで、次のいずれかのコマンドを入
力します。

移行元サーバで NetWare 4が動作している場合は、「LOAD 
INSTALL」と入力します。

移行元サーバで NetWare 5以降が動作している場合は、
「NWCONFIG」と入力します。

2［Directory Options］>［Directory Backup and Restore］>［Restore Local 
DS Information after Hardware Upgrade］の順に選択します。

3 <F3>を押し、バックアップファイルの場所を要求するプロンプトが
表示されたら、「SYS:SYSTEM¥NUW30¥NDSBU」と入力します。 

以上で、NDSが移行元サーバに復元されます。
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重要 :移行先サーバはリブートしないでください。移行元サーバの識別情報が移
行先サーバに引き継がれていないので、NDSの移行を再実行する前には、他の
操作を行う必要はありません。

4 NDSの移行を再実行するには、Migration Wizardを起動し、使用して
いたプロジェクトを開きます。プロジェクトが開き、［Project 
Window］が表示されたら、［Begin NDS Migration］ボタンをクリッ
クし、29 ページの「NDSの移行の開始」の操作を実行します。 

移行先サーバから NDSを削除する

3番目のボタンの［Begin NDS Migration］の処理が正しく完了し、移行
先サーバのリブートおよび移行元サーバの名前と識別情報の引き継ぎが
完了した場合は、移行元サーバに NDSを復元する前に、移行先サーバ
から NDSを削除する必要があります。

1 移行先のサーバコンソールで、「NWCONFIG」と入力します。

2［Directory Options］>［Remove Directory Services from This Server］の
順に選択します。

3 Directory Servicesを削除しないように指示する警告が表示されたら、
<Enter>を押します。

NDSの削除時に表示されるその他のエラーはすべて無視します。

4［Remove Directory Services］というプロンプトに対して［Yes］を選
択します。

5 管理者のユーザ名とパスワードを入力します。

6 <Enter>を押して、別のオブジェクトを参照します。 

このオブジェクトは、移行元サーバに NDSが復元されるときに使用
されます。

警告 : <Esc>は押さないでください。<Esc>を押すと、入力したサーバ参照が保
存されず、サーバに復元できなくなります。

7 プレースホルダオブジェクトの識別名として、管理者の完全なユー
ザ名を入力します。 

8 変更前の識別名として「[Root]」と入力します。

9 シングルリファレンスタイムソースに関する情報が表示された場合
は、情報を確認して <Enter>を押します。

10 サーバがレプリカのマスタコピーを保持している場合は、警告が表
示されます。<Enter>を押します。
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11 マスタレプリカを保持するために、別のサーバを指定します。
NWCONFIGを使用して別のサーバをランダムに選択することも、
ユーザが特定のサーバを指定することもできます。

12 NWCONFIGユーティリティに戻り、［Remove Directory Services from 
This Server］の選択によって、NDSが削除されたかどうかを確認し
ます。 

NDSがすでに削除されているというメッセージが表示された場合
は、移行先サーバを停止して、次のセクション「移行元サーバから
NDSを削除する」に進んでください。

NDSが正しく削除されなかった場合は、NWCONFIGを終了し、移
行先のサーバコンソールで、「NWCONFIG -DSREMOVE」と入力し
て、この手順を再度手順 2から実行します。

移行元サーバから NDSを削除する

移行先サーバから NDSを削除したら、移行元サーバからも NDSを削除
します。

1 DOSコマンドプロンプトで「Server」と入力して、移行元サーバ
を再起動します。

2「LOAD INSTALL -DSREMOVE」と入力します。

このコマンドを実行すると、NDSを削除するときに、INSTALLま
たは NWCONFIGで警告やエラーがすべて無視されます。

移行元サーバで NetWare 4が動作している場合は、「LOAD INSTALL 
-DSREMOVE」と入力します。 

移行元サーバで NetWare 5以降が動作している場合は、「NWCONFIG 
-DSREMOVE」と入力します。

3［Directory Options］>［Remove Directory Services from This Server］の
順に選択します。

4 すべての警告画面で、<Enter>を押して先に進みます。

5［Yes］を選択して NDSを削除します。

6 NDSがロックされていることを示すエラーメッセージが表示された
場合は、<Enter>を押して先に進みます。 

その他の NDSエラーメッセージが表示された場合は、無視してかま
いませんが、記録しておいてください。

7 INSTALLメニューまたは NWCONFIGメニューが再表示されたら、
［Remove Directory Services］を再度選択します。 
58 NetWare Migration Wizard 6管理ガイド



NDSがすでに削除されたというメッセージが表示されたら、次のセク
ション「移行元サーバへ NDSを復元する」に進んでください。

NDSが正しく削除されなかった場合は、Novellテクニカルサポート
(1-800-858-4000)にご連絡ください。

移行元サーバへ NDSを復元する

移行元サーバから NDSを削除することによって、移行元サーバのパー
ティションを保持していたすべてのレプリカリングからサーバが削除さ
れました。この時点で次を実行し、移行元サーバに NDSを復元する必
要があります。

1 サーバコンソールで、次のいずれかのコマンドを入力します。

移行元サーバで NetWare 4が動作していた場合は、「LOAD 
INSTALL」と入力します。

移行元サーバで NetWare 5以降が動作していた場合は、「LOAD 
NWCONFIG」と入力します。

2［Directory Services］>［Install Directory Services onto This Server］の順
に選択します。

3 移行前に移行元サーバが格納されていた NDSツリーを選択します。

4 タイムゾーンおよび時間設定のパラメータを選択します。

NDSの復元中に表示される警告やエラーは無視してかまいません
が、<Esc>を押す前にエラーを記録しておいてください。

5 管理者の名前とパスワードを入力します。

6 移行前に移行元サーバが格納されていたコンテキストを入力し、
<F10>を押します。

7 NDS(ディレクトリ )情報を保存します。

8 サーバと NDSツリーの同期には時間がかかるので、しばらく待機し
ます。

9 INSTALLユーティリティまたはNWCONFIGユーティリティに戻り、
［Directory Options］>［Select Directory Back Up and Restore］>
［Restore Local DS Information after Hardware Upgrade］>［Restore 

Reference from another Object to This Server］の順に選択します。 

これにより、移行先サーバから NDSを削除するときに割り当てた
サーバオブジェクトに対する参照が、すべて復元されます。

10 <Enter>を押します。
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11 プレースホルダオブジェクトの識別名として管理者の完全なユーザ
名を入力し、変更前の識別名として「[Root]」と入力します。

12 NWCONFIGユーティリティまたはINSTALLユーティリティを終了し
ます。

13 移行元サーバのサーバコンソールで、「LOAD DSREPAIR」と入力し
ます。 

14［Unattended Full Repair］>［Advanced Options］>［Check Volume 
Objects and Trustees］の順に選択します。

15 管理者のユーザ名とパスワードを入力します。

16 DSREPAIRを終了します。

17 移行を実行したワークステーションで、プロジェクトを開きます。

18 Migration Wizardの［Tools］メニューから［Restore Trustees］をク
リックして、トラスティ割り当てを復元します。

19 移行元サーバにパーティションのマスタレプリカがあり、NDSの移
行を再実行する前にこれらのパーティションを復元する場合は、
DSREPAIRを使用してパーティションを再作成します。

以上で、移行元サーバは元の設定に復元されました。

次のセクション「移行先サーバを再インストールする」に進んでくださ
い。

移行先サーバを再インストールする

移行を再実行するには、移行先サーバにオペレーティングシステムを再
インストールする必要があります。 

ヒント :サーバのイメージファイルが作成されている場合は、再インストールす
る代わりにイメージを復元することができます。

1 移行先サーバを停止します。

2 NetWareをインストールします。インストール時には、画面の指示
に従います。

移行先サーバで NetWareのインストールが完了すると、NDSの移行を再
実行できます。29 ページの「NDSの移行の開始」の操作を実行してく
ださい。
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